
 特集！三中の道徳 
 

三中は、平成２８年度から４年間、校内研究のテーマを「道徳教育の充実」

とし、研究授業や講師を招いての研修を通して研究を深めてきました。２年前

には、都の「道徳教育推進拠点校」として研究発表会も行いました。下は、そ

のときに作成したリーフレットの一部です。４年間の積み重ねが、今の三中の

道徳実践の礎となっています。 

最近の授業の様子 １月１８日（月）三中日記より 

毎週月曜日の１時間目は、道徳の授業です。三中では、一

人の授業者が全てのクラスで同じ授業をする「ローテーショ

ン授業」をどの学年もおこなっています。クラスによって、

反応が積極的なクラスと、なかなか意見が出ないクラスがあ

るようです。 

  今日は、１年生の授業を参観しました。 

  内容は、次のとおりです。 

  １組 自然愛護 

  ２組 自主、自律、自由と責任 

  ３組 自由と責任 

  ４組 集団生活の充実 

  ５組 我が国の伝統と文化の尊重 

 

  通常は、小グループで意見を交換したり、班としての意

見をまとめたりするのですが、コロナ対策でそれができませ

ん。授業者と生徒がやりとりをし、出てきた意見をもとに全

体で考えるというパターンが多くなります。 

  視聴覚教材などを使って、生徒ができるだけ興味・関心

をもてるように工夫しています。 

 

道徳の教科化に伴い、「自己を見つめ、物事を多面的・多角的

に考え、人間としての生き方について考えを深めているか」を記

述で評価します。学年末に通知表に記載されます。 

昨年度の例：〇大変熱心で、よく発言・発表し、様々な考え方

ができていました。特に、「『いじり』？『いじめ』？」の授業で、

相手の考えを理解し、相手を尊重することの大切さを自覚してい

ました。 〇積極的で様々な問題に関心をもち、発言・発表もで

きていました。特に「裏庭でのできごと」の授業で、自主的に判

断し責任をもって行動する大切さを理解していました。 

昨年度から、「道徳ポートフォリオ」という教材を使っ

ています。一時間の授業を通じて生徒が印象に残ったこ

とや考えたことを率直に記録として残すものです。蓄積

された自己評価の記録は、本人の成長の振り返りに役立

つものとなります。 

道徳の教科書。指導計画

に沿って、「自主、自律、自

由と責任」「友情、信頼」な

ど２２の内容を、年間で 

３５時間以上行います。 

この写真のように、小グ

ループを作り、ホワイトボ

ードを活用して話し合い活

動をする展開の授業をよく

おこなってきました。 


